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田所復興副大臣   山川会長   武藤代表取締役

榎戸市議 菊池副市長 設楽市長

▲26年度事業計画案などが原案どおり承認された

2026年 (令和 8年)フ 月 11日 土曜日

関
遷

臨

綻

需

、
議

正
為

覇

糎

あ

取
引
業
者
災
害
防
止
協
議
会

（山
川
久
男
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
筑
西
市
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
引
ル
で
２
０
２
６
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
会
員
７５
社

（委
任
状
含
む
）

が
出
席
し
、
２６
年
度
の
事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど
を
全

〈
至

致
で
可
決
し
た
。

勢
に
よ
る
資
材
不
足
の
中
だ
が

会
員
の
協
力
に
よ
ヶ
工
事
が
で

き
て
い
る
と
感
謝
し

「イ
ン
フ

ラ
整
備
を
担
う
皆
さ
ま
と
手
を

撓
え
て
協
力
し
合
い
、
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
菊
池
雅
裕
筑
西
市
副

市
長
は

「物
価
高
騰
や
資
材
不

足
に
対
応
し
た
工
事
発
注
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
曽
さ
ま

の
ご
協
力
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

議
事
で
は
、
２５
年
度
の
事
業

報
告
や
決
算
報
告
、
２６
年
度
の

事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど
を

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
に
承
認
。

一事
業
計
画
で
は
安
全
大
会
や
請

習
会
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

総
会
後
に
は
懇
親
会
を
開

催
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
衆
議
院

議
員
の
田
所
嘉
徳
復
興
副
大
臣

は

「安
全
管
理
に
努
め
ら
れ
、

皆
さ
ま
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ

ま
す
よ
う
」
と
祈
念
し
た
。

設
楽
詠
美
子
筑
西
市
長
は

「イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
教
育
支
援

へ
の
寄
付
な
ど

市
の
事
業
に
ぜ
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
感
謝
。

榎
戸
甲
子
夫
筑
西
市
議
会
議

員
は
武
藤
代
表
取
締
役
と
先
代

社
長
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露

し
て

罫
」
活
躍
大
変
素
晴
ら
し

い
」
と
称
え
た
。

そ
の
後
、
永
盛
正
人
監
査
の

発
声
で
乾
杯
し
、
出
席
者
は
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
親
睦
を
深

0
め
合

っ
た
。

（イ
ン
ス
タ
掲
導

関東道路帥
冒
頭
、
山
川
会
長
は

「資
材

の
高
騰

・
不
足
な
ど
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
思
う
が
、
会
員
の

連
携
を
深
め
乗
り
切

っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

武
藤
代
表
取
締
役
は
中
東
情

潮群
錠
事
業
計
画
案
な
ど
承
認

▲懇親会ではさらなる飛躍を誓い、親日空を深めた


